
八
勝
通
一
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）並
び
に
二
丁

目
及
び
三
丁
目
、
初
日
町
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
日
向
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
、
姫
宮
町
一
丁
目
（
次

の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）及
び
二
丁
目
、前
田
町
三
丁
目（
次

の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
牧
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
松

栄
町
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
松
園
町
一
丁

目
及
び
二
丁
目
、
丸
根
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
密
柑
山
町
一
丁

目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）及
び
二
丁
目
、
瑞
穂
通
四

丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）及
び
五
丁
目
か
ら
八
丁

目
ま
で
、
妙
音
通
四
丁
目
、
村
上
町
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、

師
長
町
、
彌
富
ケ
丘
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
彌
富
町
字
密

柑
山
、
彌
富
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
山
下
通
五
丁
目
並
び

に
陽
明
町
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

愛
知
県
名
古
屋
市

南
区

駈
上
一
丁
目
、
菊
住
一
丁
目（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

外
山
一
丁
目
、
平
子
一
丁
目
及
び
二
丁
目
並
び
に
呼
続
元
町
（
次

の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
警
察
庁
及
び
愛
知
県
警
察
本
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲

げ
る
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く

と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点
は
、
対

象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下

欄
に
掲
げ
る
区
域
に
接
す
る
水
面
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）の
区
間
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域

に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

登
録
講
習
機
関
の
名
称

株
式
会
社G

a
k
k
en
L
X

登
録
講
習
機
関
の
代
表
者
の
氏
名

変

更

後

変

更

前

中
村

基
孝

岩
藤

匡
史

変
更
年
月
日

令
和
八
年
十
月
一
日

指
定
広
域
支
援
ふ
頭
及
び
指
定
地
域
支
援
ふ
頭
を
指
定
し
た
件

指
定
広
域
支
援
ふ
頭
及
び
指
定
地
域
支
援
ふ
頭
の
指
定
基
準
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
指
定
広
域
支
援
ふ
頭
及
び

同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
指
定
地
域
支
援
ふ
頭
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

都
道
府
県

指
定
広
域
支
援
ふ
頭

指
定
地
域
支
援
ふ
頭

静

岡
清
水
港
興
津
第
一
埠
頭
、清
水
港
興
津
第
二
埠
頭
、

清
水
港
日
の
出
埠
頭
、
田
子
の
浦
港
中
央
埠
頭
及

び
御
前
崎
港
西
埠
頭

清
水
港
興
津
第
一
埠
頭
、
清
水
港
江
尻
埠
頭
、
御

前
崎
港
西
埠
頭
、
熱
海
港
和
田
磯
地
区
埠
頭
、
伊

東
港
玖
須
美
地
区
埠
頭
、
下
田
港
外
ヶ
岡
地
区
埠

頭
、
松
崎
港
新
港
地
区
埠
頭
、
土
肥
港
大
藪
地
区

埠
頭
及
び
沼
津
港
外
港
地
区
埠
頭

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報

光

達

距

離

昼
間

白
光
〇
・
五
海
里

緑
光

〇
・
五
海
里

赤
光
〇
・
五
海
里

夜
間

白
光
五
・
五
海
里

緑
光

五
・
五
海
里

赤
光
五
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

九
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
五
・
八

メ
ー
ト
ル

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
三
月
十
八
日

記

事

一

白
光
は
、
二
一
二
度
を
中
心
と

し
て
幅
約
四
度
で
可
航
水
路
を
示

す
。
緑
光
（
幅
約
四
度
）
及
び
赤

光
（
幅
約
四
度
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
水
路
の
左
舷
側
及
び
右
舷
側
を

示
す
。

二

留
萌
開
発
建
設
部
留
萌
港
湾
事

務
所
管
理

名

称

九
十
九
里
沖
掘
削
施
設
灯

位

置

所

在

地

片
貝
港
北
防
波
堤
灯
台
（
千
葉
県
山

武
郡
九
十
九
里
町
）
の
東
南
東
方
約

四
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
五

三
一

〇
七

東

経

一
四
〇

三
一

一
〇

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
一
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に
電

磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
十
月
七
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

東
京
法
務
局
所
属

大
野

和
明

〇
経
済
産
業
省

環

境

省
告
示
第
六
号

特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防
止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
大
蔵
省
、
厚
生
省
、
農
林

省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
令
第
三
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
三
十

五
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
七
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

環
境
大
臣

笹
川

博
義

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
次
に
掲
げ
る
物
件
の

製
造
工
事
に
係
る
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則（
昭

和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

株
式
会
社
ダ
イ
ハ
ツ
メ
タ

ル
出
雲
工
場

島
根
県
出
雲
市
神
西
沖
町

2400番
地

内
燃
機
関
の
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ

ナ
令
和
８
年
10月
７
日
か
ら

令
和
13年
10月
６
日
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
二
号

指
定
広
域
支
援
ふ
頭
及
び
指
定
地
域
支
援
ふ
頭
の
指
定
基
準
（
令
和
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
五
十
七
号
）
第

二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
広
域
支
援
ふ
頭
及
び
指
定
地
域
支
援
ふ
頭
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
五
号

航
路
標
識
の
設
置
、
廃
止
及
び
一
時
撤
去
に
つ
い
て
、

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
七
日海

上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

名

称

開
発
局
雄
冬
港
指
向
灯

位

置

所

在

地

北
海
道
増
毛
郡
増
毛
町
（
雄
冬
漁
港

船
溜
防
波
堤
西
端
）

北

緯

四
三

四
四

三
〇

東

経

一
四
一

二
〇

二
二

塗
色
及
び
構
造

白
色

柱
形

灯

質

不
動
白
光
（
可
航
水
路
表
示
）

不
動
緑
光
（
左
舷
側
表
示
）

不
動
赤
光
（
右
舷
側
表
示
）

光

度

昼
間

白
光
一
、
二
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

緑
光
一
、
二
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

赤

光
一
、
二
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

夜
間

白
光
一
二
〇
カ
ン
デ
ラ

緑

光
一
二
〇
カ
ン
デ
ラ

赤
光
一
二
〇

カ
ン
デ
ラ
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